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ＪＡ共済の社会貢献活動について 

 

 

 

１．社会貢献活動の考え方 

 

 図１左下は、民間企業における「企業の社

会的責任（ＣＳＲ）」といわれている４つの責

任についてです。いわゆる社会貢献活動とは、

④の慈善的責任として民間企業が実施してい

るものです。この４つの責任のうち、①の「経

済的責任」が企業に対する社会の期待が最も

高く、①～④の順番で社会の期待は低くなっ

ています。つまり、④に該当する社会貢献活

動は、社会の期待はあるものの、期待の度合

いはこの４つの中では、一番低くなっており、

それがゆえ、あまり積極的には取り組んでい

ない企業も多く存在しています。 

 これに対し、協同組合については、図１左

上ですが、1995年の「協同組合のアイデンテ

ィティに関するＩＣＡ声明」において「協同組

合の目的」として、先ほどの４つの責任と同

じような記載があります。 

 協同組合の場合は、「協同組合の目的」の中

に「社会的・文化的」という表現があり、「社

会貢献活動」もこの中に含まれると考えられ

ますが、こちらは「目的」ですから、やって

もやらなくてもいいことではなく、達成する

ことが求められます。ここが、民間企業とは

大きく異なるところです。 

 

１
 

全国共済農業協同組合連合会

制度対策部 社会貢献室 服部 彰彦

図１ 社会貢献活動の考え方 
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 次に、図１右上の「社会貢献活動の方向性」

についてです。社会貢献活動は大きく分ける

と２つの方向性があると言われています。一

つは、慈善的活動と言われるもので、企業が

事業で得た剰余の一部を社会に還元する活動

です。昔から多くの企業が本来事業とは直接

関係ない慈善的活動を実施してきました。 

 もう一つの方向性は、投資的活動と言われ

るもので、これは将来的に自らの事業にリタ

ーンがある取組みであり、最近はこちらの活

動を志向する企業が増えています。 

 ＪＡ共済では、この２つの方向のうち、後

者の活動を志向しており、万一の場合の保障

提供を行う、本来事業と関連する、事故の未

然防止と事故後の相互扶助という２つの観点

から様々な取組みを展開しています。 

 

２．共済事業と社会貢献活動の関係 

 

 事故の未然防止と事故後の相互扶助という

２つの観点を図にしたものが、次の「共済事

業と社会貢献活動の関係」です。図２の左上

にある「低価格で優れた保障提供の実現」は

これまでＪＡ共済が目指してきたことです。

図２右上にある「健康で安心して暮らせる豊

かな環境づくりへの貢献」はＪＡグループが

目指してきたことです。 

 この２つの目的を達成するために、「ひ

図２ 共済事業と社会貢献活動の関係 
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と・いえ・くるま」に関する保障の提供と合

わせて、車の両輪の関係で事故の未然防止と

事故後の相互扶助の観点から「ひと・いえ・

くるま」に関する社会貢献活動として様々な

活動を展開しています。 

 「交通事故対策活動」は「くるま」の事故

の未然防止と事故後の相互扶助、「健康管

理・増進活動」「高齢者・身障者福祉活動」「保

養施設運営」は「ひと」の事故の未然防止と

事故後の相互扶助、そして「災害救援活動」

は「いえ」の事故後の相互扶助活動として実

施しているものです。 

 

３．交通事故対策活動について 

 

 ここからは、具体的な活動内容についてご

紹介します。交通事故対策活動としては、交

通事故の未然防止活動と事故が起こった後

の交通事故被害者支援活動を実施していま

す。 

 まず、図３左側の交通事故の未然防止活動

についてですが、日本では、警察庁などによ

る各種交通規制や取締り強化により、年々交

通事故による死亡者数は減少傾向にあります

が、年代別に死亡事故の状況をみると幼児は

横ばいで、高齢者は増加傾向にあります。こ

のため、ＪＡ共済では、幼児と高齢者の交通

安全対策に力を注いでいます。 

 幼児は、集中力がないため、楽しく交通ル

図３ 交通事故対策活動 
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ールを身につけることができるミュージカル

形式の交通安全教室を独自に開発し、毎年全

国各地で実施しています。また、高齢者は、

身体機能の低下による事故が多いことから、

まず自らの身体機能の低下を自覚してもら

い、高齢者になじみのある落語で、高齢者の

事故の特徴である「自分は大丈夫」という「過

信」や「うっかりミス」への注意喚起を行う

高齢者向けの交通安全教室を全国各地で年間

250回程度開催しています。 

 さらに、今年度からドライビングシミュレ

ーターを搭載したトラックを全国８拠点に配

置し、巡回型の安全運転診断を実施していま

す。いずれの取組みも非常に好評いただいて

おります。 

 図３右側に示した交通事故被害者支援活動

では、交通事故による身体障害者の身体介助

を行う介助犬の育成・普及支援活動を展開し

ています。介助犬とは、手足が不自由な方の

身体介助を行ってくれる犬です。この介助犬

が必要な方は、日本では15,000人いるといわ

れていますが、現在、介助犬はまだ40頭しか

いません。このため、介助犬育成団体への支

援や、日本ではまだ認知度が低い介助犬の普

及活動として、全国各地での介助犬のデモン

ストレーションを行っています。 

 また、昭和48年に全国２箇所に病院・福祉

施設・介護施設の３つの機能を持った総合リ

ハビリテーションセンターを開設し、これま

で約25,000人の交通事故等による身体障害者

図４ 健康管理・増進活動 
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の社会復帰を支援しています。さらに、ＪＡ

グループ関連の122の救急医療病院等を対象

に年間約50病院にＣＴやＭＲＩなどの救急医療

機器の購入費用助成を行い、農村地域の救急

医療体制の整備に寄与しています。 

 

４．健康管理・増進活動について 

 

 本活動では、協同組合のカラーである虹か

ら名づけたレインボー体操という血液循環体

操を開発し、誰でもどこでも簡単にできる体

操として全国的に普及を進めています。 

 また、今、医学的にも注目されている「笑

い」がもたらす健康への効果に着目し、笑い

と健康の関係をビデオで解説し、参加者が思

わず笑ってしまうようなゲームを行う「笑い

と健康教室」を全国各地で開催しています。 

 さらに、病気を早期に発見する取組みとし

て、健康診断や人間ドックの受診経費の一部

を助成し、これまでにのべ2,800万人（日本の

人口の約1/4に相当）の方々の受診の促進を図

っています。 

 

５．高齢者・身障者福祉活動について 

 

 高齢者の約15％を占める要介護者対策と約

85％を占める元気な高齢者対策を実施してい

ます。 

 図５左側に示したように、要介護者対策と

しては、左下の表にあるように、日本は世界 

図５ 高齢者・身障者福祉活動 
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図６ 保養施設運営、災害救援活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 文化支援活動、各都道府県での取組み 
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一高齢化が進展していますが、そのなかでも

農村地域の高齢化は全国平均よりも10年以上

早く進展しています。そこで、農村地域の介

護に従事する人材を確保するために、介護福

祉士やホームヘルパーの養成助成を行うとと

もに、農村地域の介護事業基盤を整備するた

めに、デイサービスセンター等の在宅介護施

設の建設資金や介護機器等の購入費用助成を

行っています。 

 図５右側に示す元気な高齢者対策では、高

齢者の85％を占める元気な高齢者が地域で孤

立し閉じこもり、いずれ要介護者となること

がないよう、地域との交流が図れ、「生きが

い」づくりにつながる地域活動を促進するこ

とを目的に、元気高齢者が参画する地域活動

の促進奨励を実施しています。 

 具体的な活動例としては、図５右下に示し

た、世論調査などで明らかにされた、食料生

産・自然環境の保全・文化の伝承などといっ

た農業の多面的機能の維持を望む国民が非常

に多いという結果を踏まえ、農業がもつ「治

癒力」や「福祉力」という癒し効果や、子供

の世話をすることで生きがいに感じる高齢者

が非常に多いことにも着目し、高齢者と子供

が一緒になって農作業や自然環境の保全活動

を行う取組みなどを金銭的に支援していま

す。 

 

６．保養施設運営、災害救援活動、文

化支援活動など 

 

 保養施設については、組合員・地域住民の

健康増進を目的に、全国17箇所に保養宿泊施

設を設置し、運営しています。 

 また、災害救援活動として、火災や自然災

害で家に居住できなくなった方に、図６右の

写真にあるような応急用仮設住宅を年間200

棟～300棟無償貸与したり、家屋の一部が損壊

（窓ガラスが割れたり、屋根瓦がずれるなど）

したお宅に災害シートを無償配布していま

す。 

 

 文化支援活動としては、昭和32年から次代

を担う小・中学生を対象に、相互扶助や思い

やりの精神を伝えていくことを目的に書道コ

ンクールを実施し、今年度52回目のコンクー

ルを実施しました。応募作品数は、毎年140

万点程度であり、日本一の規模となっていま

す。 

 

 以上が全国的に実施されている活動です

が、さらに、地域の実態にあったきめ細かな

取組みを行うために、各都道府県においても、

独自に「ふるさとの森づくり活動」や「カー

ブミラー・救急車の寄贈」、「サッカー・野球

等の各種スポーツ大会の開催」などの社会貢

献活動を実施しています。 

 ＪＡ共済の社会貢献活動のご紹介は以上で

すが、ＪＡ共済は、本来事業である共済事業

と車の両輪の関係で、こうした社会貢献活動

を展開することにより、低価格で優れた保障

の提供と、地域の方々が安心して暮らせる地

域づくりに貢献し、地域との絆の強化を図っ

ています。 

 


